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私
が
16
年
４
月
か
ら
17
年
３
月
ま
で
研
究
滞
在
し
た

ベ
ル
リ
ン
・
フ
ン
ボ
ル
ト
大
学
は
１
８
１
０
年
の
創
立

で
、
ド
イ
ツ
の
大
学
と
し
て
は
非
常
に
古
い
と
い
う
わ

け
で
は
な
い
け
れ
ど
も
（
ち
な
み
に
私
が
20
代
後
半
を

過
ご
し
た
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
大
学
は
１
４
５
７
年
設
立
）、

当
時
群
雄
割
拠
し
て
い
た
ド
イ
ツ
語
圏
諸
国
の
な
か
で

オ
ー
ス
ト
リ
ア
か
ら
プ
ロ
イ
セ
ン
へ
と
覇
権
が
移
っ
て

い
く
画
期
の
ひ
と
つ
シ
ュ
タ
イ
ン
＝
ハ
ル
デ
ン
ベ
ル
ク

改
革
の
な
か
で
、
ベ
ル
リ
ン
大
学
と
し
て
生
み
出
さ
れ

て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
後
、
ド
イ
ツ
帝
国
か
ら

ナ
チ
ス
帝
国
を
も
通
じ
て
首
都
の
大
学
と
し
て
学
術
的

に
も
政
治
的
に
も
決
定
的
な
役
割
を
担
っ
て
き
た
の

が
、
こ
の
大
学
で
あ
る
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
は
、
東

西
に
分
か
れ
た
ベ
ル
リ
ン
の
ソ
連
占
領
地
域
つ
ま
り
東

ベ
ル
リ
ン
に
位
置
し
、フ
ン
ボ
ル
ト
大
学
と
改
称
し
て
、

東
ド
イ
ツ
の
ト
ッ
プ
大
学
と
な
っ
た
が
、
西
ベ
ル
リ
ン

で
新
た
に
設
立
さ
れ
た
ベ
ル
リ
ン
自
由
大
学
が
向
こ
う

を
張
っ
て
く
る
、
と
い
う
憂
き
目
に
も
あ
っ
て
い
る
。

１ 

９
９
１
年
の
ド
イ
ツ
再
統
一
後
も
両
大
学
の
統
合
は

な
ら
ず
、
医
学
部
を
除
い
て
併
存
の
ま
ま
で
あ
る
。

　

私
は
こ
の
大
学
の
客
員
教
授
・
研
究
員
の
共
同
研
究

室
と
図
書
館
に
、
ま
た
近
く
の
ベ
ル
リ
ン
国
立
図
書
館

に
も
通
い
、
研
究
を
続
け
た
。
後
者
は
、
ド
イ
ツ
の
図

書
館
の
な
か
で
も
抜
き
ん
出
て
古
い
文
献
・
資
料
を
多

く
所
蔵
し
て
い
る
の
で
、
ド
イ
ツ
経
済
思
想
史
を
研
究

す
る
私
に
と
っ
て
役
に
立
っ
た
。
ち
な
み
に
ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
自
筆
の
第
九
交
響
曲
の
原
稿
（
ユ
ネ
ス
コ
世
界

遺
産
）
も
こ
の
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

　

当
地
で
の
私
の
研
究
は
、
第
１
に
論
文
〝N

oboru 

K
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リ
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史
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〞（
小
林
昇
に
よ
る
フ
リ
ー
ド
リ

ヒ
・
リ
ス
ト
研
究

│
日
本
に
お
け
る
リ
ス
ト
の
受
容

と
解
釈
）
の
作
成
（
11
月
に
脱
稿
）。
第
２
に
３
回
の

講
演
、
５
月
に
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
大
学
で
〝Friedrich 

List's Econom
ic T

hought as an Em
bodim

ent 

of the Serious D
estiny of Germ

an Capitalism

〞

（
ド
イ
ツ
資
本
主
義
の
深
刻
な
宿
命
と
し
て
の
フ
リ
ー

ド
リ
ヒ
・
リ
ス
ト
の
経
済
思
想
）
に
つ
い
て
、
10
月
に

オ
ス
ナ
ブ
リ
ュ
ッ
ク
大
学
で
〝Friedrich List und 

Justus M
öser aus japanischer Perspektive

〞

（
日
本
の
視
点
か
ら
の
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
リ
ス
ト
と
ユ

ス
ト
ゥ
ス
・
メ
ー
ザ
ー
）
に
つ
い
て
、
そ
し
て
１
月
に

ま
た
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
大
学
で
〝A

dam
 M

üllers 

Generationenethik

〞（
ア
ダ
ム
・
ミ
ュ
ラ
ー
の
世
代

間
倫
理
）
に
つ
い
て
、
で
あ
る
。
そ
の
他
３
月
に
は
、

宗
教
改
革
５
０
０
周
年
の
聖
地
ヴ
ィ
ッ
テ
ン
ベ
ル
ク
に

行
っ
て
、
ル
タ
ー
「
95
か
条
」
の
場
の
質
実
剛
健
さ
を

体
感
し
た
こ
と
も
有
意
義
で
あ
っ
た
。
総
じ
て
、
日
本

に
い
れ
ば
時
間
に
追
わ
れ
て
充
分
な
研
究
・
調
査
が
で

き
な
い
状
況
に
陥
り
や
す
い
な
か
、
留
学
と
い
う
良
い

機
会
を
い
た
だ
け
た
こ
と
は
と
て
も
有
難
か
っ
た
。

　

こ
の
ベ
ル
リ
ン
留
学
に
は
、
妻
と
愛
犬
の
ト
イ
プ
ー

ド
ル
「
モ
コ
」
も
一
緒
で
あ
っ
た
。
当
地
で
は
バ
ス
・

地
下
鉄
・
電
車
の
す
べ
て
で
犬
を
ケ
ー
ジ
な
し
で
乗
せ

る
こ
と
が
で
き
る
が
、
ほ
と
ん
ど
が
中
型
犬
や
大
型
犬

で
あ
り
、
小
型
犬
し
か
も
ト
イ
プ
ー
ド
ル
は
珍
し
い
。

し
か
も
日
本
式
に
ぬ
い
ぐ
る
み
の
よ
う
に
カ
ッ
ト
し
た

の
は
ま
ず
な
い
。
と
は
い
え
、
ぬ
い
ぐ
る
み
文
化
そ
の

も
の
は
ド
イ
ツ
に
も
あ
る
の
で
、
町
や
公
共
交
通
機
関

で
モ
コ
を
連
れ
て
い
る
と
大
人
気
で
、
見
知
ら
ぬ
人
が

突
然
ニ
コ
ニ
コ
顔
に
な
っ
た
り
、「
ま
あ
、か
わ
い
い
！
」

と
言
っ
て
く
れ
た
り
す
る
こ
と
が
よ
く
あ
っ
た
。
日
本

人
の
お
っ
さ
ん
（
私
）
ひ
と
り
で
は
そ
ん
な
こ
と
は
な

い
の
で
、
生
活
が
楽
し
い
も
の
に
な
っ
た
。
日
本
の「
か

わ
い
い
」
文
化
は
マ
ン
ガ
や
ア
ニ
メ
を
通
じ
て
ド
イ
ツ

で
も
広
く
普
及
し
て
い
る
が
、
ぬ
い
ぐ
る
み
的
ト
イ

プ
ー
ド
ル
は
そ
う
で
は
な
い
。
ド
イ
ツ
人
た
ち
も
い
つ

か
そ
れ
に
目
覚
め
て
傾
倒
す
る
こ
と
に
な
る
の
か
？　

い
や
、
中
型
犬
・
大
型
犬
を
主
流
と
す
る
彼
ら
の
犬
文

化
が
そ
れ
を
阻
む
か
。
こ
れ
こ
そ
「
文
化
と
社
会
の
経

済
学
」
講
義
の
テ
ー
マ
と
な
り
う
る
の
で
は
な
い
か
、

と
怪
し
く
も
考
え
た
。

　

フ
ン
ボ
ル
ト
大
学
の
サ
イ
ト
の
客
員
教
授
コ
ー
ナ
ー

に
載
せ
る
た
め
の
写
真
を
く
だ
さ
い
と
言
わ
れ
た
と

き
、
研
究
室
で
本
棚
を
背
に
し
た
も
の
と
、
ベ
ル
リ
ン

桜
祭
り
（
春
の
日
本
祭
り
）
で
モ
コ
と
写
っ
た
の
と
の

ど
ち
ら
か
を
自
由
に
選
ん
で
く
だ
さ
い
、
と
言
っ
て
２

枚
提
出
し
た
ら
、
後
者
が
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
た
。
ア
カ

デ
ミ
ッ
ク
で
あ
っ
て
も
堅
苦
し
さ
を
嫌
い
、
ジ
ョ
ー
ク

と
多
様
性
を
好
む
現
在
の
フ
ン
ボ
ル
ト
大
学
を
象
徴
す

る
出
来
事
だ
と
思
う
。
大
学
正
門
の
写
真
に
加
え
て
、

そ
の
写
真
も
、
こ
こ
に
示
し
て
お
く
。


	表１
	表２
	001_p001_巻頭言
	002_p002_特集リード_変革期にある大学教育
	003-004_p003_特集_分岐点にあるEU_久保真教授
	005-007_特集_秋吉史夫准教授
	008-010_p008_特集分岐点にあるＥＵ_田村和彦教授
	011-012_p011_特集分岐点にあるＥＵ_藤井和夫教授
	013-015_p013_特集分岐点にあるＥＵ_藤田教授
	016-017_特集_原田哲史教授
	018_p018_新任教員インタビュー_堀教授
	019_p019_新任教員インタビュー_國濵剛専任講師
	020_p020_新任教員インタビュー_田村翔平専任講師
	021-032_座談会24号
	033_p033_チャペル講話_経済と人間_髙林喜久生教授
	034_p034_チャペル講話_経済と人間_井口泰教授
	035_p035_チャペル講話_経済と人間_新海教授
	036_p036_チャペル講話_経済と人間_林教授
	037_チャペル講話_経済と人間_豊原法彦教授
	038_p038_チャペル講話_経済と人間_安岡教授
	039_p039_チャペル講話_経済と人間_野村宗訓教授
	040_p040_チャペル講話_経済と人間_宮脇教授
	041_p041_チャペル講話_経済と人間_藤井和夫教授
	042_p042_チャペル講話_人間を考える_田禾教授
	043_p043_チャペル講話_人間を考える_藤田友尚教授
	044_p044_チャペル講話_人間を考える_加藤雅俊准教授
	045_p045_チャペル講話_人間を考える_田村翔平専任講師
	046_p046_チャペル講話_人間を考える_國濵剛専任講師
	047_p047_チャペル講話_人間を考える_堀敬一教授
	048_p048_チャペル講話_人間を考える_白井洸志専任講師
	049_p049_チャペル講話_人間を考える_舟木讓教授
	050_p050_チャペル講話_人間を考える_神崎高明教授
	051_p051_チャペル講話_人間を考える_栗田匡相准教授
	052_p052_チャペル講話_人間を考える_森田由利子教授
	053_p053_チャペル講話_人間を考える_大洞公平准教授
	054_p054_チャペル講話_経済と倫理_西村智教授
	055_p055_チャペル講話_経済と倫理_藤井和夫教授
	056_p056_チャペル講話_経済と倫理_井口泰教授
	057_p057_チャペル講話_経済学と聖書_井口泰教授
	058-071_基礎演習
	072-085_p072_研究演習Ⅱ
	086_p086_懸賞論文の選考について
	編集後記最適

